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中小企業のＭ＆Ａにおける労働組合つぶしの現状と問題点 

 

 

 中小企業における事業継承の手段として良質なＭ＆Ａは非常に重要な手段である。

しかし残念ながら日本の中小企業において、Ｍ＆Ａが進行する際に労働組合つぶしが

一部で行われている。この問題は多くの労働者やその家族に甚大な影響を及ぼし、社

会全体の労働環境にも悪影響を及ぼしている。 

 

これにより、労働者の権利が著しく侵害されることが多々ある。例えば、労働条件

の改悪や賃金の削減、そして労働者の意見を反映する機会の喪失などが挙げられる。 

 

経営者が労働組合をつぶす主な原因の一つとして、労働組合に対する無理解がある。

労働組合が存在すると、労働者が団結して自らの権利を主張しやすくなり、賃金アッ

プや労働条件の改善を求める声が強まり、生産性が下がると思い込んでいる。このた

め労働組合を解散させ、労働者の団結力を削ぐことでコストを抑えようとする。実際

には良好な労使関係は生産性を向上させることが期待される。 

 

労働組合つぶしは法律に反する行為であり、労働基準法や労働組合法などの法律に

よって保護されている。しかし、実際には法の執行が十分に行われておらず、労働組

合つぶしが横行している。特に中小企業では、労使双方に法的な知識が不足している

場合が多い。労働組合として自ら学ぶことは極めて重要だが、経営者も同様に基本的

な知識を学ぶ必要がある。 

 

労働組合つぶしが行われると、労使関係は急速に悪化し、無用な労使対立が起こる。

また、労働組合が解散すれば労働者は自らの権利を主張する手段を失い、労働条件の

悪化に対して無力になる。これにより、労働者のモチベーションは低下し、生産性も

落ち込むことが予想される。 

 

労働組合つぶしの問題は、中小企業のＭ＆Ａが進行する中でますます重要となって

いる。労働者の権利を守り、健全な労働環境を確保するためには、法的な対策と社会

的な認識の向上が不可欠である。私たちはすべてのＭ＆Ａに反対しているわけではな

い。労使が協力して企業を更に発展させようと考える経営者には積極的に協力してい

くが、無理解な経営者が存在していることも事実である。この課題に取り組むことに

よって、労働者の生活の質を向上させ、企業の持続的な成長を実現することが期待さ

れる。 

 

以 上 


